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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 160,410 13.4 4,874 57.7 5,647 47.8 5,176 136.3
22年3月期第3四半期 141,454 △19.5 3,090 ― 3,821 ― 2,190 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 37.98 ―
22年3月期第3四半期 16.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 199,816 47,465 21.9 321.56
22年3月期 205,140 47,232 21.5 323.92

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  43,826百万円 22年3月期  44,151百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 210,000 7.9 6,500 24.9 7,500 13.1 6,000 36.1 44.02



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

 （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、 
 表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載している業績の予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき合理的と判断したものであり、潜在的なリスクや不
確実性を含んでおりますので、実際の今後の業績は、様々な要因の変化によって、記載の予想とは大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事
項につきましては［添付資料］Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 140,331,565株 22年3月期  140,331,565株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  4,035,829株 22年3月期  4,025,393株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 136,303,237株 22年3月期3Q 136,314,000株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新興国の伸長に加え景気に明るさが出てきた米国を中心に緩

やかな回復基調にあるものの、欧米における失業率が高水準で推移し、また欧州の財政不安、新興国のインフレ

懸念等、先行き不透明な状況が続いています。 

国内におきましては、政府の景気刺激策が部分的に継続されていますが、円高の継続等により、秋口以降景気

の足踏みが続いています。先行きについても、世界経済の不透明感、失業率の高止まり等により、楽観を許さな

い状況が見込まれています。 

このような状況の中、当社は拡販活動の強化と業務の効率化に努め、環境対応の将来機器開発等、中期的な成

長に向けた諸活動に取り組んでまいりました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は160,410百万円（前年同期比13.4％増）、営業利益は

4,874百万円（前年同期比57.7％増）、経常利益は5,647百万円（前年同期比47.8％増）、四半期純利益は5,176百

万円（前年同期比136.3％増）となりました。 

当第３四半期連結累計期間における報告セグメントごとの業績は次のとおりです。 

【自動車機器事業】 

自動車機器事業においては、世界同時不況の影響を受けていた前年同期に比べ、中国・インド等の新興国の順

調な市場拡大と、主力の米州・欧州の自動車市場の回復を背景に、拡販活動の強化によって販売増を達成し、増

収となりました。 

利益面では、増収による効果と原価低減の成果により、増益となりました。 

その結果、売上高は107,337百万円、営業利益は4,972百万円となりました。 

【流通システム事業】 

店舗システム事業においては、市場環境が厳しさを増す中、主要顧客への積極的な営業及び提案活動が、顧客

投資案件の獲得に繋がり、前年同期に比べ増収を実現いたしました。 

ベンディングシステム事業においては、国内市場で、領域拡大を積極的に展開してきた成果と主要顧客に投資

回復の兆しがみられたことにより、前年同期に比べ増収となりました。 

利益面では、原材料の値上がり影響等により、増収効果を全面的には取り込むことができませんでした。 

その結果、売上高は46,887百万円、営業利益は632百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて5,324百万円減少し、199,816百万

円となりました。 

〔資産の部〕 

流動資産は、棚卸資産が売上増加に伴い3,079百万円増加しましたが、現金及び預金の減少3,113百万円を主に

181百万円減少し、112,887百万円となりました。固定資産は、5,142百万円減少し、86,929百万円となりました。

これは、投資の選択と集中、及び円高による在外資産評価の影響等により、有形固定資産が4,462百万円減少した

ことによるものです。 

〔負債の部〕 

流動負債は、短期金融債務の増加6,270百万円、及び支払手形及び買掛金の増加3,309百万円等により9,498百万

円増加し、94,056百万円となりました。固定負債は、長期金融債務の減少14,142百万円を主に15,056百万円減少

し、58,293百万円となりました。その結果、負債合計は5,558百万円減少し、152,350百万円となりました。 

〔純資産の部〕 

純資産合計は、四半期純利益5,176百万円による利益剰余金の増加、及び少数株主持分558百万円の増加があっ

た一方、為替換算調整勘定の減少5,066百万円等により233百万円増加に留まり、47,465百万円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ3,110百万円減少

し、20,989百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益6,397百万円、減価償却費7,068百万円等を

主に資金を創出しましたが、売上債権の増加3,505百万円等により、差引7,677百万円（前年同期比4,622百万円の

収入減）の資金を創出しました。 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

投資活動によるキャッシュ・フローは、3,655百万円（前年同期比121百万円の支出減）の資金を使用しまし

た。主な要因は、有形固定資産の取得3,530百万円であります。 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

財務活動によるキャッシュ・フローは、6,192百万円（前年同期比1,921百万円の支出増）の資金を使用しまし

た。主な要因は、短期借入金の増加1,950百万円、長期借入金の返済7,709百万円であります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の通期業績予想につきましては、平成22年11月５日に公表いたしました連結業績予想から修正

は行っておりません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等合計に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．表示方法の変更 

 （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,002 24,115

受取手形及び売掛金 51,778 52,620

商品及び製品 15,515 14,461

仕掛品 6,342 5,517

原材料 6,834 5,692

その他のたな卸資産 2,106 2,046

繰延税金資産 734 669

未収入金 3,171 2,856

その他 6,259 6,126

貸倒引当金 △856 △1,038

流動資産合計 112,887 113,069

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,515 22,473

機械装置及び運搬具（純額） 14,094 16,943

工具、器具及び備品（純額） 2,180 2,097

土地 18,963 19,146

リース資産（純額） 4,296 4,629

建設仮勘定 3,175 2,400

有形固定資産合計 63,227 67,689

無形固定資産   

のれん 155 149

リース資産 210 223

その他 779 707

無形固定資産合計 1,145 1,080

投資その他の資産   

投資有価証券 14,967 15,278

退職金年金基金 5,889 5,985

繰延税金資産 286 429

その他 1,605 1,792

貸倒引当金 △192 △185

投資その他の資産合計 22,556 23,300

固定資産合計 86,929 92,071

資産合計 199,816 205,140
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 40,013 36,703

短期借入金 15,918 15,824

1年内返済予定の長期借入金 12,170 14,287

1年内償還予定の社債 8,600 －

未払金 4,222 4,444

リース債務 1,303 1,609

未払法人税等 508 628

繰延税金負債 213 307

賞与引当金 1,486 2,995

売上割戻引当金 403 309

製品保証引当金 1,479 1,272

その他 7,737 6,176

流動負債合計 94,056 84,558

固定負債   

社債 － 8,600

長期借入金 44,386 49,912

リース債務 2,316 2,332

繰延税金負債 925 1,476

退職給付引当金 8,837 8,748

役員退職慰労引当金 194 206

環境費用引当金 698 863

負ののれん 380 500

その他 555 708

固定負債合計 58,293 73,350

負債合計 152,350 157,908

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,037 11,037

資本剰余金 4,453 4,453

利益剰余金 38,470 33,933

自己株式 △2,191 △2,188

株主資本合計 51,771 47,236

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 328 501

繰延ヘッジ損益 40 △339

為替換算調整勘定 △8,312 △3,246

評価・換算差額等合計 △7,944 △3,084

少数株主持分 3,639 3,080

純資産合計 47,465 47,232

負債純資産合計 199,816 205,140
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（２）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 141,454 160,410

売上原価 115,084 130,276

売上総利益 26,370 30,133

販売費及び一般管理費 23,279 25,259

営業利益 3,090 4,874

営業外収益   

受取利息 57 64

受取配当金 100 120

為替差益 198 244

持分法による投資利益 1,496 1,548

その他 1,052 700

営業外収益合計 2,906 2,678

営業外費用   

支払利息 1,733 1,558

その他 442 347

営業外費用合計 2,175 1,905

経常利益 3,821 5,647

特別利益   

固定資産売却益 23 61

貸倒引当金戻入額 267 90

保険差益 99 67

為替換算調整勘定取崩益 － 910

その他 47 159

特別利益合計 437 1,289

特別損失   

固定資産処分損 67 103

投資有価証券評価損 88 213

市場対策費用 － 198

訴訟関連損失 439 －

その他 103 24

特別損失合計 699 539

税金等調整前四半期純利益 3,560 6,397

法人税等合計 1,028 907

少数株主損益調整前四半期純利益 － 5,489

少数株主利益 341 313

四半期純利益 2,190 5,176
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,560 6,397

減価償却費 7,932 7,068

賞与引当金の増減額（△は減少） △941 △1,470

貸倒引当金の増減額（△は減少） △351 △73

受取利息及び受取配当金 △158 △184

支払利息 1,733 1,558

持分法による投資損益（△は益） △1,496 △1,548

投資有価証券評価損益（△は益） 88 213

為替換算調整勘定取崩益 － △910

売上債権の増減額（△は増加） △4,246 △3,505

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,433 △5,442

未収入金の増減額（△は増加） 48 △923

未収消費税等の増減額（△は増加） △956 275

その他の流動資産の増減額（△は増加） △461 △9

仕入債務の増減額（△は減少） 6,500 4,353

未払早期割増退職金の増減額（△は減少） △6,326 －

未払金の増減額（△は減少） 257 47

その他 1,394 3,229

小計 13,010 9,074

利息及び配当金の受取額 532 598

利息の支払額 △1,879 △1,619

保険金の受取額 － 619

法人税等の還付額 1,195 －

法人税等の支払額 △559 △995

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,299 7,677

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の純増減額 △0 20

有形固定資産の取得による支出 △6,310 △3,530

有形固定資産の売却による収入 846 289

無形固定資産の取得による支出 △99 △232

退職金年金基金からの払戻額 1,802 148

その他 △14 △350

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,776 △3,655

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △12,986 1,950

長期借入れによる収入 21,372 1,158

長期借入金の返済による支出 △4,695 △7,709

リース債務の返済による支出 △1,629 △1,250

社債の償還による支出 △6,329 －

配当金の支払額 － △679

少数株主からの払込みによる収入 － 375

その他 △2 △36

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,271 △6,192

現金及び現金同等物に係る換算差額 18 △940

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,270 △3,110

現金及び現金同等物の期首残高 22,148 24,100

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,418 20,989
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 該当事項はありません。  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の主要製品は次のとおりであります。 

(1）自動車機器事業……カーエアコンシステム、カーエアコン用コンプレッサー及び各種自動車部品 

(2）流通システム事業…自動販売機各種、冷凍・冷蔵ショーケース各種、大型オープンショーケース各種 

(3）その他の事業………エコキュート、セントラル暖房・換気システム、車両販売 

３．金額は消費税等抜きであります。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（注） １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア：シンガポール、台湾、中国、タイ、オーストラリア、マレーシア、インドネシア、フィリピン等 

欧 州：フランス、イギリス、ポーランド、イタリア、ドイツ、スペイン等 

北 米：アメリカ、メキシコ等 

３．金額は消費税等抜きであります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
自動車機器
事業 
（百万円） 

流通システ
ム事業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  92,778  43,085  5,590  141,454  －  141,454

(2）
セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

  計  92,778  43,085  5,590  141,454  －  141,454

営業利益又は営業損失(△)    4,502  1,029  △907  4,624 (1,533)  3,090

  
日本 

（百万円）
アジア 

（百万円）
欧州 

（百万円）
北米 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円）

連結 
（百万円）

売上高                                          

(1）外部顧客に対する売上高  53,426  26,170  46,261  15,596  141,454  －  141,454

(2）
セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 33,032  1,839  958  931  36,761 (36,761)  －

  計  86,458  28,009  47,220  16,527  178,216 (36,761)  141,454

  営業利益又は営業損失（△）  1,957  1,696  1,747  △675  4,726 (1,635)  3,090
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【セグメント情報】  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なっているものであります。 

 当社は、取り扱う製品・システム・サービスにより国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し

ております。したがって、当社は、製品・システム・サービス別のセグメントから構成されており、「自動車器

機事業」、「流通システム事業」を報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、車両販売事業、住環境システム事

業、電子事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。   

  

 該当事項はありません。  

  

 セグメント区分  主な製品・システム・サービス 

 自動車機器事業  カーエアコンシステム、カーエアコン用コンプレッサー及び各種自動車部品 

 流通システム事業  自動販売機各種、冷凍・冷蔵ショーケース各種、大型オープンショーケース各種 

  

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

自動車 
機器事業 

流通シス
テム事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高  107,337 46,887  154,225  6,185  160,410  －  160,410

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  107,337  46,887    154,225  6,185  160,410  －  160,410

セグメント利益又は損失（△）  4,972  632  5,604  △730  4,874  －  4,874

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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